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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文では、赤外線サーモグラフィを用いたコンクリート構造物の非破壊検査により、第三者被害を与える危険性
のある、表面付近に存在するはく離、空洞などの欠陥を検出し、検出された欠陥の深さを評価する手法を確立するこ
とを目的とし、実験的および解析的な検討を行っている。 
 従来、コンクリート構造物を対象とした赤外線法による非破壊検査においては、効率よく欠陥を検出するための簡
便な１次検査用途としての適用が主であった。これに対して本論文は、赤外線時系列データから表面の汚れや加熱ム
ラの影響を軽減し、信頼性の高い欠陥検出を行うとともに検出した欠陥の深さ計測を可能とするデータ処理手法を提
案している。また、実構造物に生じる欠陥を模擬したはく離に対する検証実験において、提案するデータ処理手法の
有効性を確認している。 
 また、自然環境条件において検査を行うことが多いコンクリート構造物への赤外線法の適用においては、検査時の
環境条件が検査結果に大きく影響することが知られている。本論文では、検査環境を対象物の内部温度から定量的に
評価する手法に関して検討を行い、検査環境を評価した上で実施した検査結果の信頼性が向上することを明らかにし
ている。この手法は比較的簡便であり、今後赤外線法によるコンクリート構造物の非破壊検査方法を標準化していく
上で極めて有用な知見を提供していると評価できる。 
 以上のように、本論文で得られた知見は、コンクリート構造物に対する赤外線法を用いた非破壊検査に関わる問題
点の解決の向け、極めて高い工学上の価値を有していると判断できる。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
